
防コミの歩き方たずね歩き消防団
１月15日を中心として、神戸市内の各地
でシェイクアウト訓練が実施されました。
●シェイクアウト訓練とは
「姿勢を低く、頭を守って、動かない」と
いう「3つの安全行動」を実行する、どこで
も、だれでも気軽に参加できる、一斉にお
こなう防災訓練です。
2008年にアメリカでスタートした訓練で、
平成26年度現在、日本では約420万人、
世界では約2,600万人が参加しています。

「シェイクアウト」は「(地震の)揺れに備え
ろ！」という安全行動の標語、かけ声をイ
メージして、アメリカの地震研究チームが
研究成果を広く知らせる防災訓練のために
考えた造語です。従って〝Shake”を〝Out”
するといった英単語の組み合わせではなく
〝ShakeOut”でひとつの単語です。
シェイクアウトは防災訓練の手法ではな

く、取り組み（たとえば「クールビズ」など）
として世界的に広まっています。日本も地
震大国としてこの取り組みに賛同し、シェ
イクアウトの名称やドロップ、カバー、ホー
ルドオンという表現を用いています。
ただし、英語だけだと日本国内ではわかり

にくいため、シェイクアウトは「いっせい（一
斉）防災訓練」、ドロップ・カバー・ホールド
オンはそれぞれ「まず低く、頭を守り、動か

ない」と意訳した言葉で表現しています。
この訓練の特徴は（1）統一した地震シナ

リオに基づき（2）訓練日時を指定し(3) 
Drop Cover Hold onという身の安全を
守るための短時間の統一行動への一斉参
加を住民に呼びかけていることにあります。
●神戸市シェイクアウト訓練
神戸市では1月15日10時から、初めて

「神戸市シェイクアウト訓練」を実施し、約
34万6千名が参加しました（前後2週間に
実施した方を含む）。
また各地で防
災福祉コミュニ
ティや事業所を
中心としてプラ
スワンの防災訓
練として、避難
訓練、消火訓練、
備蓄物資の確認
などの訓練を実
施しました。
あの阪神・淡

路大震災から20
年が過ぎました
が、国内外では
大規模な災害が
相次いで発生しています。近い将来発生が
予測されている南海トラフ巨大地震にも備
えるためシェイクアウト訓練を機会に、定期
的な防災訓練に取り組んでください。

　(予防課　谷輪文彦)

●わが町道場町
道場町は、六甲山の北部に位置し、今

も緑豊かな田園風景が広がる所で、三田
と有馬を結ぶ交通の要衝として、古くから
栄えてきた歴史ある地域です。昭和26年
に神戸市兵庫区に編入、48年には北区に
分区され、現在の神戸市北区道場町となり
ました。
町内には、有馬川・有野川が流れ武庫川

に合流しています。また、JR道場駅、神鉄
道場駅・道場南口駅があり、神戸・大阪方
面への通学・通勤に多く利用されています。
神戸市民の水がめである千苅水源地、

鎌倉峡や百丈岩のハイキングコース等の
観光資源も多く、自然や伝統ある歴史を生
かした町づくりが進められています。
私たち道場支団は、火災・水災・その他

の災害から、この大切な道場町を守ろうと
頑張っております。
●北区総合防災訓練
平成26年11月16日、道場小学校をメ

イン会場として、参加20団体により北区総
合防災訓練が開催されました。
訓練の想定は、「2日前からの大雨により、

神戸市に大雨洪水警報、土砂災害警戒情
報が発表され、避難準備情報発令。建物
への浸水、道路の陥没、倒木による不通

箇所が発生している」というものでした。
道場支団は、この訓練で、積載車による

各地域での警戒パトロール及び体育館前に
て浸水対応訓練としての土嚢積み3段工法
を実施。次に倒木除去訓練、家屋倒壊救
出、瓦礫の除去作業を実施しました。
訓練の最後にはヘリコプターによる要救

助者の搬送があり、団員は見学者の安全
管理及び誘導等をおこないました。
道場幼稚園の園庭上空にて、ヘリコプ

ターから隊員が降下し要救助者をホイスト
で吊り上げ収容するという訓練で、あまり
見ることのできない訓練ですので、見学者
は音と風圧に目を細めながら見守っていた。
最後に、今回の北区総合防災訓練をは

じめ、訓練を重ねることによって、災害か
ら住民とわが町を守ることができるという
ことを再認識することができました。

(道場支団　副支団長　仲井博司)

災害からわが町を守る訓練に参加して シェイクアウト訓練
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